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一
四
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答

弁

第

一

四

号 

  

衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
提
出
福
岡
県
知
事
公
舎
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
六
第
一
四
号 
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昭
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五
十
七
年
六
月
十
五
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衆
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議
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福 
田 
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代
理 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
提
出
福
岡
県
知
事
公
舎
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

地
方
自
治
法
第
二
条
第
十
三
項
は
、
地
方
公
共
団
体
が
事
務
処
理
に
当
た
つ
て
指
針
と
す
べ
き
地
方
自
治
運 

営
の
効
率
化
の
原
則
を
規
定
し
、
地
方
財
政
法
第
四
条
第
一
項
は
、
こ
の
原
則
を
予
算
執
行
の
立
場
か
ら
規
定 

し
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
及
び
議
会
は
、
こ
の
原
則
に
の
つ
と
り
常
に
事
務
事 

業
の
見
直
し
を
行
い
、
能
率
的
、
合
理
的
な
処
理
に
努
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

施
設
の
建
設
が
、
こ
の
原
則
に
適
合
し
て
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
設 

置
の
目
的
、
効
果
、
利
用
の
形
態
、
更
に
は
当
該
施
設
水
準
の
将
来
見
通
し
等
を
も
勘
案
し
て
行
う
必
要
が
あ 

る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
当
該
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
待
つ
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
国
の
立
場
か
ら
一
概 

に
判
断
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

主
的
に
進
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
個
々
の
経
費
の
支
出
が
行
政
改
革
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で 

あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
も
当
該
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
の
立
場
か
ら
一
概 

る
が
、
知
事
公
舎
で
使
用
す
る
備
品
購
入
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
当
該
知
事
公
舎
の
使
用
実
態
と
の
関
連
に
お 

に
判
断
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。 

項
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
直
ち
に
知
事
公
舎
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
知
事
公
舎
の
維 

い
て
当
該
地
方
公
共
団
体
が
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

持
、
管
理
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
宿
舎
法
を
参
考
と
し
て
措
置
す
る
こ
と
が
適
当
な
場
合
も
あ
る
と
考
え 

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
は
、
基
本
的
に
は
各
地
方
公
共
団
体
が
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
自 

国
家
公
務
員
宿
舎
法
は
、
国
が
国
家
公
務
員
に
貸
与
す
る
宿
舎
の
設
置
並
び
に
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る
事 

四 

 



 

五 

四
に
つ
い
て 

以
上
述
べ
た
よ
う
な
見
地
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
を
と
る
考
え 

は
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




